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の一つとして, マルチメディアに電子透かし処理を行うことが提案されている.  
本研究では, 電子透かし技術の一つの手法として提案された, ディジタルゴースト透かし方式







そこで, 本論文では２次元 DCT を用いたカラー画像用ディジタルゴースト透かし方式を提案
している. まず予備実験として, １枚の濃淡画像（256×256 画素）を 64×64 画素の小ブロック








性が向上（クリッピングでは約 43％向上, JPEG 圧縮では約 24％向上）することを実験で確認し, 
提案方式の有効性を明らかにしている.  
 
 
